



場 所 車 道校舎 第4会 議室
報告者 鈴木規 夫(愛 知大学 国際 コ ミュニケー シ ョン学部 助教
授)
テーマArabNationalismからPolitica11slamへ
E.W.サ イー ドにお けるオ リエ ンタ リズ ム批判 の
〈原点 〉
報 告構成 は じめに
1政 治 言説 のイス ラー ム化 とOrientalism
IIOrientalism:Afterword(1994)のロケー シ ョ
ンE.W.サ イー ドの 〈立場>
IIIオリエ ンタ リズム批判 とイスラ ミズム ・イ デオ
ロギー との相 関性
IVイ ス ラーム世 界の知識人 にお ける 〈トラ ウマ と
しての1967>
むす びに
本報 告は 『文 明21」第2号 掲載 の同名論文 に基づ くもので あ る。
ポ リテ ィカル ・イスラー ム とナ シ ョナ リス トのダイメ ンシ ョン と
は別次元 の 「理論」 問題 としての ナシ ョナ リズム とい う分 岐が あ
るため、現代 にお け る 〈オ リエ ンタ リズム〉 問題 をナ シ ョナ リズ
ム との関連で考 える傾 向 は近 年逓減 してい る。逆 に、 グローバ リ
ズムか リー ジ ョナ リズム か といった文 脈 の 中 にそれ を位 置 づ け
て、 中東諸地域 の政 治運動 を解釈す る とい った傾 向が著 しい。 し
か し、ア ラブ ・ナシ ョナ リズムか らイスラ ミック ・ファンダ メ ン
タ リズム を含 む、 さ まざなポ リテ ィカル ・イ スラーム現 象へ の転
換 の意 味 を探 る有力 な手が か りの一つ として、E.W.サ イー ドの




ミック ・ファンダメンタ リズムを含むポリティカル ・イスラーム
との思想的相関が明 らかにされなければ、現代世界のイスラーム































































































































































































































中国(中 華民国)に よって統治され ることになった。50年に及ぶ
植民地支配の間、日本は統治のために教育の普及に力を入れ、国
家権力をもって台湾に日本文化を移植 しようとしてきた。台湾人








す ぐさま直面 したのは、「国家」が先 にあ り、しかる後に居住民を、
「国民」化 しなければならないという問題であった。 しかも短期





当時の中華民国国民政府(以 下、国府 と略記)に とって、民国
が新たに受け入れた非 「国民」 日本化 された台湾人一 を如
何に 「国民」化するかは、台湾統治の最優先課題であった。それ












湾省行政長官公署(以 下、公署 と略記)の 行政長官陳儀 の管轄下
にあった。 その専門機関 として公署の下に、宣伝委員会 と台湾省







公署の もとで台湾省編訳館館長 として、台湾文化の再構築 とい
う仕事の重責を担 った許寿裳は、台湾 に魯迅思想を広めることに
よって、「新五四運動」を巻 き起 こそうとした。五四新文化運動の
精神 を台湾に注入することによって、台湾の 「中国化」 を完成 し
ようと考 えた。







状 とその統治下における台湾の現状 に失望 した彼 らは、魯迅文学
が内包す る政治性 と社会性に啓発 され、魯迅 を記念する文章や作
品論 を通 して当時の状況に対する不満を表現 した。「二・二八事件」








とりわけ 「二 ・二八事件」の勃発後 は、国府 は事件発生の要因を




は 「国民党化」 と同義なのであった。「国家」 とは 「国民党国家」
の謂であり、「共産党国家」ではないのである。 このような強権的
台湾支配は、49年に国府が本格的に台湾 に移 った後、蒋介石と蒋
経国の統治期を通 じて熾烈さを増 した。1987年「戒厳令」解除後、
李登輝主導下の国民党は、次第に 「台湾化」へ と向い、文化政策
も文化統合政策へ と変わった。再び文化の多元化の問題 を考える
べ き時が来ている。
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